
































































なる。傍線部ａではこの「蟬のもぬけたる」ということが「身をかふ」ことであるとされているので、これを当該歌の第一・二句「うつせみの身をかへてける」に当てはめると、 「うつせみ」が殻を脱いでしまったということとなる。先に検討したように、 「もぬく」という語には成虫になる意が含まれていないので、 「もぬく」という動作が完了したということは、そこに「もぬけ」 （抜け殻）が残されている を意味する。したがって、当該歌の第一・二句「うつせみの身をかへてける」について、傍線部ａでは「うつせみ」が殻を脱いで、抜け殻 残されていると解釈していることとなる。　
そして、その文脈から傍線部ｂ「人からは蟬のからによせたるなり」につながり、 「人から」 いう語は、 「蟬のから」


























































































以上のように、一条兼良の『花鳥余情』 、賀茂真淵 『源氏物語新釈』 、萩原広道の『源氏物語評釈』 、島津久基の『対
















































　（一）の『日本古典文学全集』 （以下、 『全集』と略称）で「身をかへ」の注に、傍線部「成虫に脱皮・変態して」という内容が記され、 （二） ・ （三） ・ （四）はその方向性を踏襲している。このような注は『全集』以前の注釈書には見られず、前章で検討したように『花鳥余情』以来、 「身をかへ」は抜け殻となることとして解釈されてきた。　このように、 「身をかへ」という表現に着目したという点においては、 『全集』の注は画期的であるといえる。しかし















































































はすなわち「親の親」であるので、 「祖母殿」と呼ばれたことを、このように言い換えて歌 みこんでいるのである。この歌に対して光源氏は、あの世に生まれ変わって見てください、この世 人が親を忘れる例があるだろうかと、と返歌しており、源内侍があ 世でも「見る」ということを意識している内容になっている。　
③において、 「身」を変えたようだとされているのは夕霧の教師 なった大内記である。大内記は夕霧を教えたこと










この世の親子の関係を見るという、歌の上での仮想された話、③は夕霧の教師となった大内記が立身出世した後の姿、④は明石の入道が、光源氏の妻 なった娘が京に転居して、孫娘が東宮に入内した頃から、子や孫娘に極力関与しないという生き方をしていることについて、 「身をかへ」という表現が用いられている。すべての例が、その当事者にとって、「身をかへ」た後のことが主眼となっており、 「身をかへ」た生き方がなされる以前のことは言及されていない。　
前章で検討したように、当該歌 ついて、古注釈書から（一）の『全集』 、 （二）の『新全集』 、 （三）の山崎良幸・和
田明美他『源氏物語注釈』 、 （四）の倉田実『源氏物語 鑑賞 基礎知識』では、幼虫がその殻を脱いで、殻を残すということを「身をかへ」たと解釈しており、 「身をかへ」る前の幼虫が、成虫になることこそが「身をかへ」ることであるという解釈はとって ない。したがって れら 注釈書の解釈では「身をかへ」 前 生きており、その後は生きていた痕跡が残っているだけだということにな 。しかし、当該歌以外 源氏物語の用例では 「身をかへ」 後も、①は明石の君の母が尼として生き、②はあ 世に行った 内侍がこの世の親子の関係 見ることをし、③は大 記が立身出世し 、将来有望な生き方をし、④は明石 入道が娘に極力関与しないという生き方をしている。 のように 「身をかへ」る前も後も、生き方が違うだけで や りどの例も それぞれに生きて る例な であり、当該歌の「身をかへ」の例のみを、例外扱 する必然性もないと考えられる である。　
このように違うあり方をとりながら、人が生きることに対して「身をかへ」が用いられる例は 『竹取物語』 、 『うつ




















































































と注しており、脱皮することには触れず、 「変態すること」にのみ着目している。前掲『公任集』において、 「身を へ」は竜女が男子に身を変えることに用いら ているが、この序文においては 穴中の虫 （幼虫）が「蟬」 （成 ）に身を変えるこ に用いられているのであり、 「穴中の虫」 （幼虫）が抜け殻になってしまうことについて用いられて るわけではないことは、当該歌を考え 上 も重要である。　
以上、 『源氏物語』や、この物語と同時代に成立した文学作品における「身」を「変ふ」 用例について検討してきた。










源氏が空蟬 君 居るに違いないと思っていた所（当該歌の「木」 ）に行ったところ、 既に「うつせみ」 （蟬・源氏が知っている空蟬の君）は姿を変えており、その時に確認できることといえば、 「木のも 」に残されていた「人がら」 （抜け殻・空蟬の君 脱ぎ置いたと思われる小袿）だけだっ と当該歌の状況を理解できる。源氏が行った時には、源氏と同じく、 「木」の下で地に足を付けて生き たはずの幼虫（空蟬の君）は、既に「木」 上に居て 人が関与しない場で生きる成虫となっているというのである。この状況に対して、源氏は自分を避けて逃げていった薄情な の仕打ちと感じることも可能である 、 「なほ」 、一人にされてもやはり、その残された 人がら」 （小袿）か あ 人（空蟬の君）の「人柄」を慕わしく思う気持ちは変わることはない 心情を歌に詠んで のである。　

















て木に上り（違う場に行き） 、 これまでとは違う生き方をす 蟬（空蟬の君）を中心に据えることが き そして、 「木のもと」 ひとりで居ることを余儀なくされた源氏 手 は「人がら」 （小袿）が残されており、それを「なほ」慕わしく思う いう心情がくっきり 表れてくる。　



















とし、 『源氏物語新釈』 （賀茂真淵全集第五、吉川弘文館、一九〇六年）を参照して、 「ウツヽ」とルビをふった。
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津島知明「歌から読む帚木三帖─「帚木」 「空蟬」 「夕顔」と歌の鉱脈─」 （ 『源氏物語の歌と人 翰林書房

























において「二句の「身をかへてける」 いう特異な表現は、蟬が殼を脱いで飛び立つさまに空蟬が小袿を残して逃げ出したことを喩えているが、蟬が殼を脱ぐことを「身をかへ 」などと表現 るのは和歌では例がなく、源氏の相手の身が空蟬から軒端の荻に変わってしまったことを掛けているものと思われる」とあり、 「身をかへて」を「蟬が殼を脱ぐこと」と理解した上で、和歌に用例がないとする。しかし本稿では「身をかへて」は蟬が殻を脱ぐことそのものを意味するのではなく、 蟬としては、 幼虫から成虫になること 考えられる とを第三章で述べた。また、 この章で検討した「身をかへて」の用例 、源氏の相手が空蟬の君から軒端の荻に変わるという考えにも首肯しがたい
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（以上）

